
前年度（第8回）杉浦助成対象の成果報告（研究分野）

要 旨

１．背景と目的
　認知症高齢者やうつ病などの対策が、社会的
課題である。一方で、認知症や精神疾患に多く
処方される薬剤の服用が、認知症の悪化や発症
につながることが報告されている。さらに、降
圧剤や薬剤数5種類以上では、転倒リスクが高
まることが明らかになっている。そのため、高
齢者の処方の適正化を目指したガイドラインが
提出されているが、十分に普及している状況で
はないと考えられる。
　一方、施設入居高齢者の転倒は骨折を引き起
こし、ADLおよびQOLを極端に低下させる。一
般的に施設入居高齢者はポリファーマシーの状
況であると考えられ、転倒予防に向けた薬剤管
理が求められる。そこで本研究では、a. 施設入
居高齢者の転倒の状況、b. 転倒者の薬剤の状況、
c. 転倒リスクが高い高齢者への活動支援として、
身体機能向上の試みを実践することを目的とし
た。併せて、情報共有システムを試作した。

２．活動の方法
　調査の対象は、介護事業者・株式会社らい
ふの６施設に入居する198名（86.3±7.6歳）であ
る。a. 転倒状況の調査は、6つの施設から2018
年12月から2020年1月までの転倒・転落に関す
る事故報告書を入手し、解析した。b. 薬剤の状
況は、6つの施設の入居者の薬情を2019年9月、
2019年12月、2020年3月の3か月分入手し、分
析した。c. は高齢者の転倒を引き起こす要因の
1つである足部に着目し、足部のケアを実施す
ることによる下肢筋力の改善に伴う転倒予防効
果と、薬剤数の変化を観察した。対象者は、6
施設の入居者のうち29名をサンプリングし、5
か月間のケアを実施した。
　薬剤の分析は、日本老年医学会が提案する
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「特に慎重な投与を要する薬物リスト」、薬剤の
レセプトコード（薬剤の種類）、薬効分類（179分
類）に着目した。　

3. 現状の成果・考察
　a. 198名の対象者のうち、14か月間で1回以上
転倒・転落に該当したのは40名であった。2019
年9月、あるいは12月に転倒・転落に該当した
のは13名であった。
　b. 3か月間に挙げられたレセプトコード数は、
1,071個であった。表1に、すべての対象者に処
方された薬剤の状況を示した。日本老年医学会
が慎重な投与を要するリストに挙げている薬剤
のうち、フロセミド（利尿降圧剤）、アリピプラゾー
ル（抗精神病薬）、酸化マグネシウム（制酸剤・
緩下剤）は、10%以上の人に投与されていた。
　レセプトコードでは抗うつ薬、便秘のための
薬剤、高血圧に関する薬剤が、高い割合で挙げ
られた。
　表2には、転倒・転落該当者に処方された当
該月の薬剤を示した。結果より、抗精神病薬、
便秘に関連する薬剤、不眠に関する薬剤等が挙
げられた。
　転倒リスクを高める要因に、せん妄やBPSD
が挙げられる。これらは多剤の問題、便秘や脱
水、睡眠の問題などが要因の1つであり、薬剤
の調整と生活の評価が重要だと考えられる。
　表3には、転倒・転落該当者の転倒・転落時
と3か月後のレセプトコード数、薬効分類数の平
均を示した。結果より、レセプトコード数、薬効
分類数ともに減少した。これらの対象者は、転倒・
転落後3か月以内の転倒は確認されていない。

　c. 転倒予防のための身体機能と活動性の向上
を目指した足部のケアの実施では、足爪と足底
部の皮膚の改善により、下肢筋力、立位の安定
性の向上が確認された。さらに、ケア前に比べ、
レセプトコード数は6.0個から5.2個、薬効分類
数は5.2個から4.5個に減少した。
　施設入居で転倒リスクが高い要介護高齢者で
あっても、薬剤の管理に加えて、歩行や立位保
持の安定性に寄与する足部の状態を改善できる
ことが示された。

４．今後の展望
　今回の調査対象の介護事業者、株式会社ら
いふの６つの高齢者施設は、積極的に薬剤管理
に取り組んでいる。その施設でも、転倒・転落
の発生率は高いことが明らかになった。慎重な
投与が求められる薬剤は1割以上の入居者に使
用され、便秘や睡眠など生活に関係する薬剤も
多く使用されていた。
　これら薬剤を効果的に活用し、生活の質を向
上させるには、日常生活中の活動度を向上させ
る必要があると考える。そのためには、歩行機
能や立位姿勢の安定性を向上し、積極的な転倒
予防が求められる。本研究より、薬剤管理とと
もに足部ケアを実施することが転倒予防につな
がる可能性が示唆され、今後に期待できる成果
が得られた。
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